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訪問栄養指導を始めました!HKB
NEWS



じぶんを生きるを 
みんなのものに

平成医療福祉グループ Mission

私たちの使命は、患者さん・利用者さんのQOLを追求すること。
つまり、病気や障がいがありながらも、自分らしく生きられる
ことの実現です。 治療や障がい軽減に努める時も、この視点
を大切にします。 一人ひとりが自分らしく生きるためには何
が必要なのか。 私たちは、考え、取り組み続けます。 平成医療福祉グループ

最新情報や
グループの取り組みに
ついてはこちらから

院長
ひでとしおおみや

大宮 英寿

患者さん一人ひとりに寄り添い、

最善のリハビリテーションを

提供します。

　
こ
の
広
報
誌
で
は
、当
院
の
最
新
の
取

り
組
み
や
医
療
情
報
、健
康
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

健
康
維
持
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
、少

し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。ま

た
、み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
感
想

も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
、地
域
の
み
な
さ
ん
に
信

頼
さ
れ
る
病
院
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、

努
力
を
惜
し
ま
ず
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

０
２
４
年
10
月
に
神
戸
平
成
病
院

の
院
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

地
域
の
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
院
は
、患
者
さ
ん
と
ご
家
族
に
温
か

い
心
の
こ
も
っ
た
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
指
し
、日
々
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま

す
。私
た
ち
の
使
命
は
、患
者
さ
ん
一
人
ひ

と
り
に
寄
り
添
い
、最
善
の
治
療
を
提
供

す
る
こ
と
で
す
。医
師・看
護
師・職
員
一

同
、み
な
さ
ん
の
健
康
と
幸
福
を
第
一
に

考
え
、誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
私
自
身
、こ
れ
ま
で
多
く
の
医
療
現
場

で
経
験
を
積
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、神

戸
平
成
病
院
の
一
員
と
し
て
、地
域
医
療

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
大
変
光
栄

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。今
後
も
、地
域
と
の

連
携
を
強
化
し
、予
防
医
療
や
健
康
増
進

に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

２

新
院
長
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
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院内の委員会やチームの取り組みについて紹介します。
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当
院
で
は
毎
年
、
全
職
員
を
対
象
に
避
難

訓
練
と
消
火
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
駐
車
場
に
て
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
設
置
し
、

初
期
出
火
に
見
立
て
、
写
真
の
よ
う
に
水
消

火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
火
の
取
り
扱
い
に
気
を
つ
け
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
万
が
一
の
場
合
で
も
今
回
の

経
験
が
活
か
せ
る
よ
う
、
定
期
的
に
訓
練
内

容
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
気
温
が
下
が
り
空
気

も
乾
燥
す
る
た
め
、
暖
房
器
具
な
ど
に
よ
る

火
災
が
増
え
、
被
害
も
大
き
く
な
り
や
す
い

で
す
。
万
が
一
に
備
え
、
防
火
対
策
や
消
火

器
の
場
所
を
確
認
す
る
な
ど
、
今
一
度
見
直

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

Ｃ
Ｓ
・
Ｅ
Ｓ
委
員
会
は
、
医
師
を
は
じ
め
看

護
師
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
社
会
福
祉
士
、
栄
養

士
、
事
務
職
と
多
職
種
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

患
者
さ
ん
や
職
員
か
ら
の
ご
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
受
信
し
な
が
ら
、
よ
り
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
患
者
満
足
度
調
査
」の
実
施

　
年
２
回
、
入
院
患
者
さ
ん
を
対
象
に
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
結
果
を
も
と
に
評

価
・
分
析
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

　
Ｃ
Ｓ
（Custom

er
Satisfaction)

の
略
＝

顧
客
（
患
者
）
満
足
度

　
Ｅ
Ｓ
（Em

ployee
Satisfaction)

の
略
＝

職
員
満
足
度

　
患
者
さ
ん
に
選
ば
れ
続
け
る
施
設
と
な
る
、

患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
向
上
す
る
な
ど
、
患

者
さ
ん
に
満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
（
価

値
）
を
提
供
す
る
こ
と
に
加
え
、
職
員
の
質

が
向
上
す
る
、
患
者
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が

向
上
す
る
な
ど
職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
も

作
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

Ｃ
Ｓ・Ｅ
Ｓ
委
員
会
の
目
的

ご
意
見
箱
の
設
置（
患
者
さ
ん
向
け
）

 

１
階
受
付
窓
口
を
は
じ
め
、
各
病
棟
に
ご
意

見
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
よ
り
一
層
、
地

域
に
必
要
と
さ
れ
る
病
院
を
目
指
し
、
少
し

で
も
多
く
の
方
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
、
ご
意
見
箱
に

投
書
を
し
て
く
だ
さ

い
。

職
員
ア
イ
デ
ア
フ
ォ
ー
ム
の
設
置（
職
員
向
け
）

　
完
全
匿
名
の
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
現
在
も
、
職
場
環
境
や
接
遇
面
な
ど
の

ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
日
々
検
討
し
て
い
ま
す
。

検
討
結
果
に
つ
い
て

は
、
職
員
全
員
が
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
掲

示
し
ま
す
。

▲ アンケート内容の一部と評価方法。

【１】 病院についての評価
Q１ 看護師とのコミュニケーション
Q２ 医師とのコミュニケーション
Q３ リハスタッフとのコミュニケーション
Q４ 介護士とのコミュニケーション
Q５ スタッフコールへの対応
Q６ 受付スタッフとのコミュニケーション
Q７ 院内の環境整備に関して
Q８ 食事に関して
Q９ 総合的満足度評価
Q10 病院をお勧めしたい程度　

・ Q1~8  ： 5段階評価
・ Q9、10 ： 10点満点評価
点数は有効回答のみで算出

[

評 

価]

Ｃ
Ｓ・Ｅ
Ｓ
委
員
会
よ
り

01

02

防
災
対
策
委
員
会
よ
り
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訪問栄養指導を
始めました!
当院で今年度より開始した「訪問栄養指導」について紹介します。

当院では、自力で通院が困難で、食事や
栄養のことでお困りの方を対象に、管

理栄養士が訪問栄養指導を行っております。
管理栄養士がご自宅に来るというのは、珍し
く感じるかもしれませんが、ご自宅を直接訪問
し、患者さんの普段の様子を拝見することで、
より生活に寄り添った食事の指導が行えます。

●食事摂取量、栄養状態、身体状態の確認

●ご本人の状態に合わせた食事内容、食形態などの提案

●必要に応じて栄養補助食品、介護用食品、介護食器などを紹介

●必要に応じて調理指導を行う

主なサービス内容

通院が困難な方（つき添いありで通院されている方は対象）で、下記のいずれか
に当てはまる方

●医師が特別食を提供する必要があると認めた方 
（糖尿病、腎臓病、脂質異常症、胃・十二指腸潰瘍、高血圧、心疾患、高度肥満
症、 膵臓疾患、貧血、痛風など ）

●低栄養にあると医師が判断した方
（体重の減少、脱水、褥瘡（床ずれ）、がんなど）

●摂食嚥
えんげ

下機能が低下した方

●食事の相談をしたい方

ご利用条件

訪問栄養指導の所要時間は1回30分
程度です。保険適用であれば月2回ま
で指導を受けることができます。

所要時間・回数

当
院
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
メ
ン
バ
ー
。

退院後、どんな
食事を食べたら良いか

わからない 減塩食の作り方が
わからない

最近、食事量が
減ってきた

飲んだり噛んだり
すると、よくむせる

訪問栄養指導を担当する管理栄養士。

お気軽に
ご相談ください！
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介護老人保健施設 サニーピア

　「もう少しリハビリをしてから家に帰りたい」「ショートステ

イ・通所・訪問で一貫性のあるリハビリを続けたい」「施設入

所希望だが、リハビリは継続したい」。そうした想いを叶える

医療・介護・リハビリテーションが連携した複合施設です。メ

リケンパークに隣接し、施設からは神戸港を一望することが

できます。　

　居室での状況を把握する見守りセンサーをはじめ、利用

者さんやスタッフも無理なく安心して使えるリフトなどの福祉

用具も積極的に導入しています。さまざまな専門知識・技術

をもったスタッフがチームで利用者さんの生活を支えます。ど

んなささいなことでも結構ですので、ぜひ気軽にご相談くださ

い。

医療法人社団 王子会
介護老人保健施設 プリエール

協力事業所のご案内

　リハビリテーションに特化した短時間通所の「デイケア」、

ご自宅でリハビリテーションが受けられる「訪問リハビリ」、ご

家族の休息などに活用できる「短期入所」、ひと月以上の

期間で集中的にリハビリテーションを受けて自宅復帰を目指

す「入所」のサービスがあります。退院後の自宅復帰に不安

がある場合もご利用できます。

　施設の医師が主治医となり、看護師が365日24時間常

駐しているので安心。自宅復帰が難しい場合は、次の施設

を一緒に考えます。リハビリ職員は理学療法士、作業療法

士、言語聴覚士の3職種が揃っています。入所ベッドは個

室70床すべてに見守り機器を設置し、安全対策と感染防

止に努めています。まずは見学からお問い合わせください。

運行ルート

■ 神仙寺ルート
（神仙寺⇔万代⇔JR灘駅）

■ 熊内ルート
（熊内町⇔万代⇔JR灘駅）

運行ダイヤ（平日のみ）

■ 神仙寺ルート
【始発】8：45

【終発】17：59（8便）

■ 熊内ルート
【始発】9：07

【終発】17：15（7便）

当院へのアクセスに便利な

 「ふきあい南北バス」
のご案内

車両 ： ワゴン型車両（乗客定員8名）
運賃 ： 200円（小人100円）
※小人：小学生以下（同伴者がいる未就学児は無料）
※お得な回数券（11枚綴り）2,000円を車内で販売しています。
※敬老パス適用運賃：小人運賃、福祉パス適用運賃：無賃（要確認）
※ICカード（PITAPA・ICOCA等）は利用できません。

ご自宅での生活を少しでも長く
続けられるようにお手伝いします。

Message

より良い医療・介護サービスを
提供します。

Message

神戸平成病院と連携して、地域のみな
さんの健康をサポートしている事業所
をご紹介します。

078-331-8624

兵庫県神戸市中央区
波止場町3-12住所

TEL 078-222-2140

兵庫県神戸市中央区
籠池通5-1-2住所

TEL



春日野
道

三宮

灘

王子
公園

新
神
戸

布引 上筒井6丁目

神戸市立王子動物園

山陽
新幹
線

阪急
神戸
線

東海道本線

阪急王子公園

地下鉄三宮駅前

アクセスマップ市バスを
利用する場合

● 92系統 石屋川車庫前行
● 92系統 三宮神社行
いずれも「上筒井6丁目」で下車

診 療 科 目

受 付 時 間

休 診 日

■ 月～金曜 | 8：30～11：30／12：30～16：30
■ 土曜 | 8：30～11：00／13：00～16：30

内科・呼吸器内科・消化器内科・糖尿病内科・外科・整形外科・
眼科・放射線科・婦人科・リハビリテーション科

日曜祝日・年末年始 
※くわしい診療時間はお問い合わせください

〒651-0061
兵庫県神戸市中央区上筒井通 6丁目2番 43号

当院の患者さんによる
作品です！

今号の表紙写真

tel
fax
web
mail

078-232-7519
078-261-2457
https://kobehp.jp/
info@kobehp.jp Instagram

丸山一十三
kobehp.jp


